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浜岡原子力発電所５号機低圧タービン動翼の損傷に伴う損害賠償請求訴訟の和解解決について 

  

 題記訴訟につきましては，東京地方裁判所から平成２３年９月２０日，和解条項案が提示され

ましたが，本日，当社および相手方株式会社日立製作所ともに，これを受諾することを裁判所に

回答いたしました。これにより，当該和解条項を内容とする和解が成立し，訴訟は終了いたしま

した。 

 

１ 和解条項（要旨） 

（１）日立製作所は，当社に対し，本件の和解金として，金９０億円の支払義務があることを 

   認める。 

（２）当社は，その余の請求を放棄する。 

（３）当社および日立製作所は，本件に関し，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務がない 

   ことを相互に確認する。 

 

２ 和解条項案受諾の考え方 

  当社としては，裁判所から強い和解勧告を受けたことを踏まえ，以下の考え方から，和解条

項案を受諾することといたしました。 

○ 日立製作所は，当社の重要なビジネス・パートナーであり，早期に係争を終了させて，

関係を正常化することが当社の事業遂行上有意義であること。 

○ 今回の和解勧告に応じず訴訟を継続した場合，審理の長期化は必至であり，またこれに

要するコストの増大等を招くこと。 

○ 和解金額は，裁判所が提示したものであること。 
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１ 本件事象の概要等 

（１）本件事象の概要 

平成１８年６月１５日，タービン振動過大により浜岡原子力発電所５号機（以下「５

号機」という。）が自動停止した。 

調査の結果，３基の低圧タービン（以下「本件タービン」という。）のいずれについ

ても，第１２段動翼の根元取付部および車軸の動翼取付部の一部に折損またはひび割れ

が見られた。なお，第１２段以外の動翼には異常はなかった。 

（２）原因 

５号機の試運転中の無負荷および低負荷運転時に，タービン内の蒸気流の乱れによっ

て発生する「ランダム振動」による応力と，負荷しゃ断試験時に給水加熱器内の蒸気が

タービンに急速に逆流して起こる「フラッシュバック現象」による振動応力が重畳し，

これが繰り返し作用したことにより第１２段動翼の根元取付部が疲労破損したと推定

された。 

（３）復旧 

第１２段の動翼と静翼を取り外し，静翼の位置に圧力プレートを設置して，平成１９

年２月８日に調整運転を開始し，同月１１日に発電を再開した。 

その後，第４回定期点検（平成２２年３月～平成２３年１月）において，新翼を採用

したタービンに交換し，平成２３年１月２８日に発電を再開した。 

 

２ 訴訟に至る経緯 

  ○平成１８年１２月２６日 

    本件タービンを納入した株式会社日立製作所（以下「日立」という。）に対して，

本件タービンの復旧のために要する費用等（以下「直接損害」という。）のすべてを

負担するよう求めるとともに，５号機の運転停止による喪失電力量を補うために要

する費用等（以下「間接損害」という。）も請求する意向である旨表明。 

  ○平成１９年４月４日 

    日立に対して，間接損害として４１８億円を請求。 

  ○平成１９年４月１２日 

    日立が，間接損害の賠償には応じられない旨回答。 

    その後，当社と日立は，協議を行ったが，不調。 

  ○平成２０年９月１２日 

    日立を提訴。 

 

 

３ 訴訟の概要 

提訴年月日 平成２０年９月１２日 

裁 判 所 東京地方裁判所 

請求内容 
金４１８億円＊および平成１９年４月５日から支払済みま

で年６分の割合による金員を支払え 

期 日 
平成２０年１１月４日 第１回口頭弁論期日 

以降 計１１回の口頭弁論を実施 

   ＊５号機運転停止による喪失電力量の火力機振替費用，武豊火力発電所４号機の立 

    ち上げ費用等。 

 

４ 両当事者の主張骨子 

（１）当社の主張 

   本件タービンは，日立から当社に対する引渡し時点（平成１７年１月１８日）におい

て，低圧タービン動翼に瑕疵（試運転時に発生した折損・亀裂）があったことにより，

平成１８年６月１５日から平成１９年２月１１日まで停止するに至った。 

また，当社と日立との本件タービンを含む５号機タービン発電機設備の購買契約上，

瑕疵担保責任は，上記検収完了日の２年後である平成１９年１月１８日まで存続してお

り，本件事象はこの期間内に発生したものである。 

したがって，日立は，当社に対して，瑕疵担保責任を負う。 

（２）日立の主張 

本件タービンの購買契約上，瑕疵とは，あきらかに日立の責めに帰すべき事由によ

り生じた故障，破損または性能不良をいうが，タービンに生じていた折損・亀裂は，

これらに該当しないため，本件タービンに瑕疵はない。 

したがって，日立は，瑕疵担保責任を負わない。 
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